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は多くはなかったが、李先生ご夫妻

の美しいデュエットによるミニコン

サートのあとには、幾つかのグルー

プに分かれて、それぞれの団体の働

き、課題などについて、話し合いの

時が持たれ、私自身もさらによく他団

体のことについて知ることができた。

日本の伝道は、教会員の高齢化、教

会の無牧化など、ますます厳しさを

増しており、ともすると深い閉塞感

に襲われてしまうが、そんな時だか

らこそ、それぞれの伝道団体が、より

緊密に協力し合い、祈り合っていくこ

とは、何よりも必要なことだと思わさ

れたひとときだった。 

私の団体が、伝団協に加入してか

ら、早４年半になる。それまで、キリ

スト教界のことには結構詳しいつもり

でいたが、失礼ながら、この団体に

ついては名前も聞いたことがなかっ

た。ある日、会員団体のPBAで働きな

がら、私の福音ネット伝道協力会の

メンバーでもある東さんから、「小川

さん、こんな団体があるんですよ。う

ちも入ってみたらどうでしょう」とい

う話があって、それでは、ということ

で入会させていただいたのが2014年

の総会の時だった。

2年目にして早くも会のお財布を預

かる財務担当を仰せつかり、いきお

い、加入団体のことについて関心を

持つようになっていった。もっとも、

「この団体は支払いがきちんとしてい

る」とか「ここはかなり台所が苦しい

らしい…」とか、専ら“お金”目線から

ではあったが（！）。そして、それぞ

れの団体が、文書伝道、メディア伝道、

青少年伝道、開発国支援、大衆伝道、

プロライフ、イスラエル伝道、在日

中国人伝道、神学校など、それぞれ

の分野で大切な働きをなさっている

ことが分かってくるにつれて、この団

体の存在意義が、ますます実感され

てきた。

　だが一方では、この数年間で、9団

体が退会され、現在28団体にまで会

員が減少していることにも、日本にお

ける超教派伝道団体の置かれた状況

の厳しさを肌で知ると共に、これは皆、

自分のことで精いっぱいで、この伝団

協に加盟しているメリット、意義が薄

れてきているからではないのかと、役

員の一人として、考えさせられるとこ

ろでもあった。

そんな中で、去る9月19日、「ビジョ

ンを語ろう会」という会員の親睦会

が開催された。当日参加された団体

伝道団体連絡協議会　役員
（福音ネット伝道協力会）　小 川 政 弘

“協力”の旗印のもとに

福音ネット伝道協力会会員「この指とまれ」ドラマ出演風景



伝団協　ビジョンを語ろう会 報告

　
普
段
同
じ
ビ
ル
に
通
っ
て
い
て
も
、

顔
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
そ
う
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
O
C
C
職
員
と

し
て
「
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
ろ
う
会
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。そ
し
て
、ビ
ジ
ョ
ン
を「
語

る
」
こ
と
、
交
わ
り
の
中
で
そ
れ
を
吟

味
し
考
え
る
こ
と
が
大
き
な
励
ま
し
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
味
わ
い
ま
し
た
。

各
宣
教
団
体
の
方
々
と
の
交
わ
り
を
よ

り
深
め
て
い
き
た
い
。
そ
う
思
わ
さ
れ

た
会
で
し
た
。

　
主
に
感
謝
し
ま
す
。

お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー

　
総
務
部
：
佐
藤
　
勇

　
加
盟
団
体
の
働
き
を
お
互
い
に
紹
介

し
合
う
交
わ
り
会
と
し
て
、
第
二
回
目

と
な
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
ろ
う
会
」
が

9
月
19
日
に
開
か
れ
た
。

　
時
間
を
少
し
長
め
に
設
定
し
、
じ
っ

く
り
と
語
り
合
う
事
を
試
み
た
。

　
今
回
、特
別
賛
美
に「
ラ
ー
ハ
ム
」（
日

本
同
盟
基
督
教
団
登
戸
教
会
牧
師
、
李

日
時
●
2
0
1
7
年
9
月
19
日
（
火
）
午
後
2
時
～
5
時

場
所
● 

お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
　
4
1
6
号
室

〈
報
告
〉
新
生
宣
教
団
　
赤
松
清

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
　
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
ろ
う
会 

報
告
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一般財団法人　日本国際飢餓対策機構
連絡先　

TEL：072-920-2225
http://www.jifh.org/
代表　清家弘久

わたしから始める、世界が変わる

日本聖書協会
連絡先　

〒104-0061　東京都中央区銀座4-5-1
TEL：03-3567-1988
E-メール ：info@bible.or.jp
http://www.bible.or.jp/
理事長：大宮　溥、総主事：渡部　信　

神のことば―すべての人の生ける希望
God’s Word ― Living Hope for All

テーブルに分かれてそれぞれのビジョンの分かち合い

特別賛美の様子

俊
莫
師
と
鄭
明
玉
師
）
を
迎
え
、
賛
美

を
中
心
に
交
わ
り
と
み
こ
と
ば
に
励
ま

さ
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　
お
互
い
を
知
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る

時
間
も
多
く
取
る
事
が
で
き
、
テ
ー
ブ

ル
毎
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
思
う
。
特

に
テ
ー
マ
を
決
め
な
い
話
合
い
だ
っ
た

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
考
え
て
い
る

事
を
少
し
ず
つ
共
有
し
た
。
会
員
全
体

か
ら
す
る
と
多
く
な
い
人
数
で
は
あ
っ

た
が
、
初
め
て
の
参
加
者
も
お
り
充
実

し
た
内
容
と
な
っ
た
。

参
加
者
の
声

先頃まで、当団体の正規のホームページの他に、
旧ホームページを転用し、いかがわしいサイトにリ
ンクを張った偽サイトが存在しましたが、佐々木
満男弁護士の警告通知が功を奏し、この度完全
に削除されましたので、お知らせいたします。佐々
木先生には成功報酬分も含め、￥100,000をお

支払いしました。

　2017年11月21日

　　　　　伝道団体連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　会長　　姫井 雅夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　役員 一同

【公告】

「伝団協」悪質サイト削除のお知らせ



365日礼拝　365日祈り会
神に祈り、日本を救い、日本を変える

　東京プレヤーセンターは、今年11月14日で6周年を迎えまし

た。真実なる神様に、そして、TPCのために祈りご協力くださっ

ている全ての方々に、心からの感謝を申し上げます。

　アルファ・オメガの2つのチャペルは、たくさんの団体や個

人にご利用いただいています。現在、TPC内に曜日、時間を変

えて16の教会が立ち上げられており、また、超教派の各種伝

道団体が企画する大会・聖会の関係者が、一つとなって日本

のリバイバルのために祈る『合同祈祷会』が開かれたことは

感動的でした。その他にも、全国規模の『朝祷会』への加盟

によって、祈りのネット

ワークも広がりました。

　今後、神様がどのよ

うなご計画をお持ちか、

益々期待して前進してま

いります。

伝団協　団体紹介
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パラビジョン
連絡先　

TEL：04-2959-1216
http://www.jin.ne.jp/pvsc/
代表　竹内　惠

教会の宣教の業に
専門技術を以て仕えます

ハーベスト・タイム・ミニストリーズ
連絡先　

〒410-1115　静岡県裾野市千福が丘1-21-85
TEL：055-993-8880
http://www.harvesttime.tv/
代表　中川健一

　小さないのちを守る会の活動がスタートして今年で33年で

す。地の塩・世の光として、神の形に創造されたいのちをそ

の命の初めである胎内から守り、そして神の言葉である福音

を宣教することを目標にしています。そのために、①人工妊

娠中絶の防止 ②養育不可能な子の養子縁組の相談 ③ 聖書の

教える「いのちと性」の尊厳と啓発講演活動 ④中絶体験者へ

の十字架の赦しと完全な赦し、を中心に宣教活動を続けてい

ます。　

　また一年に一度、日本橋から銀座そして国会議事堂を目指

す「いのちの行進」にも参加しています。

　予期しない妊娠で悩む女性に「いのち」の尊厳を伝え、い

のちを産み出す体験をして、いのちに触れて罪を悔い改めて

クリスチャンになる女性。自らクリスチャンになってその女性

と結婚する男性。孫養子を迎えていのちの輝きに触れてクリ

スチャンになる老祖父母……。

　ヤクザの親分と連携協力して「小さないのち」を中絶から

守りました。生まれた小さないのちの輝きに触れた親分が足

を洗い、続いて50人の子分が全員足を洗いました。神の形に

造られたいのちの輝きに触れた軌跡です。彼らもクリスチャ

ンになることを祈ること切です。お祈り下さい。

東京プレヤーセンター
http://www.tpc365.com/

小さないのちを守る会
http://www.chiisana.org/PLJ/index.html

代表 :和氣敏治

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台2-1  OCCビル404号

TEL:03-5577-6365

代表：辻岡健象

〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台2-1  OCCビル208号

TEL:03-5577-6653

Email　chiisanainochiwomamorukai@gmail.com

「聖書研究から日本の霊的覚醒（目覚め）が」
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伝団協　加盟団体の近況・祈りの課題

近況&
祈りの
課題
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『協力』89号

日
時
：
２
０
１
８
年
8
月
29

－

31
日

場
所
：
市
川
市　

山
崎
製
パ
ン
企

業
年
金
基
金
会
館

問
い
合
わ
せ
先
：

TE
L  0

3
-3

8
0

4
-1

7
6

5

FA
X
  0

3
-3

8
6

9
-5

2
6

2

太
平
洋
放
送
協
会

①
神
様
の
愛
と
希
望
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
福
音
番
組
を
制
作
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

②
Ｐ
Ｂ
Ａ
で
制
作
さ
れ
た
番
組
は
、

日
本
各
地
の
放
送
伝
道
協
力
会
と

地
域
教
会
の
手
に
よ
り
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。（
ラ
ジ
オ
番
組
「
世
の

光
」
24
局
、テ
レ
ビ
番
組
「
ラ
イ
フ
・

ラ
イ
ン
」
13
局
）。
各
地
域
の
必
要

が
満
た
さ
れ
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
福
音
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
。

③
視
聴
者
が
番
組
を
通
し
て
聖
書

に
興
味
を
持
ち
、
地
域
教
会
へ
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

④
放
送
伝
道
の
働
き
を
と
も
に

担
っ
て
く
だ
さ
る
、
Ｐ
Ｂ
Ａ
パ
ー
ト

ナ
ー
が
増
し
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

h
i-b.a.

①
日
本
に
い
る
す
べ
て
の
高
校
生

に
福
音
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
。

②
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
と
す
る
冬
の

諸
行
事
が
用
い
ら
れ
、
高
校
生
の
救

い
と
成
長
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

③
働
き
の
た
め
の
必
要
が
満
た
さ

れ
る
よ
う
に
。

小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
会

こ
の
地
で
神
の
栄
光
を
現
わ
す
た

め
に
、
神
の
か
た
ち
に
創
造
さ
れ

た
尊
い
い
の
ち
が
軽
視
さ
れ
蔑
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
神
の
栄
光
が
汚

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
の
ち
の
初
め

健
師
か
ら
播
義
也
師
に
交
替
し
、

新
チ
ー
ム
を
形
成
中
で
す
。）

②
Ｊ
Ｃ
Ｇ
Ｉ
研
修
の
た
め
に
（
4

月
か
ら
全
国
を
対
象
に
開
始
）

③
新
し
く
始
ま
る
「
Ｕ
30
（
30
歳

未
満
）
の
先
生
を
対
象
と
し
た
研

修
会
」
と
「
ひ
と
づ
く
り
研
修
」

の
た
め
に
。

④
ア
ジ
ア
ン
ア
ク
セ
ス
50
周
年
記
念

大
会
と
、
各
国
の
ア
ジ
ア
ン
ア
ク
セ

ス
の
働
き
の
広
が
り
の
た
め
に
。

新
生
宣
教
団

①
迫
害
下
に
い
る
兄
弟
姉
妹
の
信

仰
と
生
活
が
支
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。
特
に
北
朝
鮮
の
地
下
教
会
の

方
々
の
た
め
。

②
1
冊
で
も
多
く
の
聖
書
を
印
刷

し
、
聖
書
を
待
ち
望
ん
で
い
る
兄

弟
姉
妹
へ
届
け
る
事
が
で
き
る
よ

う
に
。

③
マ
ン
ガ
聖
書
が
シ
リ
ア
難
民
、

中
南
米
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
被
災
地
で

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
々

へ
確
実
に
届
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

①
エ
チ
オ
ピ
ア
ー
ク
リ
ス
マ
ス
に

向
け
て
エ
イ
ズ
孤
児
支
援
の
た
め

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
ま
す
。
必
要

が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
く

だ
さ
い
。

②
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
を
必

要
と
し
て
い
る
チ
ャ
イ
ル
ド
が
約

５
０
０
名
い
る
の
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

③
自
立
開
発
支
援
が
祝
福
さ
れ
、

人
々
が
神
の
創
造
目
的
に
沿
っ
て
生

き
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

第
50
回
「
日
本
伝
道
の
幻
を
語
る

会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

が
守
ら
れ
て
、
主
の
導
き
の
中
で

歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

総
動
員
伝
道

①
断
食
祈
祷
聖
会
と
首
都
圏
イ
ー

ス
タ
ー
の
つ
ど
い
の
た
め
。

②
春
の
ト
ラ
ク
ト
配
布
伝
道　

千

葉
市
若
葉
区

日
本
聖
書
協
会

①
聖
書
の
新
翻
訳
事
業
が
祝
さ
れ

ま
す
よ
う
に
。

②
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
「
手

話
訳
聖
書
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
が
一
日
も
早

く
全
巻
完
成
さ
れ
、
用
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

③
1
月
8
日
に
開
催
さ
れ
る
第
2

回
聖
書
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
・
ア
ワ
ー

ド
が
祝
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
伝
道
番

組
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、
世
界

の
人
々
に
聴
か
れ
る
よ
う
に
。

②
4
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
：

（
1
）「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」

（
2
）
＊
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス

に
出
会
っ
た
人
々
」

（
3
）
日
本
語
版
「
解
き
放
た
れ

た
人
生
！
」

（
4
）
聖
書
・
名
作
朗
読　

B
ib

lica
 Yo

u
 ve

rsio
n
 L

B
新

旧
約
。

③
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
11
人(

男

性
７
人
、
女
性
４
人
う
ち
女
児
1

人)

、
感
謝
。
更
に
参
加
を
。

④
伝
団
協
の
他
の
伝
道
団
体
と
、

宣
教
協
力
が
で
き
る
よ
う
に
。

ア
ジ
ア
ン
・
ア
ク
セ
ス

①
新
体
制
で
の
円
滑
な
働
き
と
ビ

ジ
ョ
ン
の
た
め
に
（
4
月
か
ら
ナ

シ
ョ
ナ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
高
澤

業
を
誉
め
称
え
ま
す
！　

沖
縄
で

は
訓
練
と
伝
道
の
働
き
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
建
物
の
リ
フ
ォ
ー

ム
や
設
備
の
為
に
約
１
０
０
０
万

円
の
献
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

③
多
く
の
短
期
宣
教
チ
ー
ム
が
日
本

に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
宣
教
チ
ー
ム

が
日
本
の
祝
福
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム

①
11
月
に
第
8
回
「
再
臨
待
望

聖
会
」
が
終
了
し
た
（
合
計

１
５
０
０
人
の
参
加
者
）。
年
に
一

度
の
再
臨
待
望
聖
会
が
今
後
と
も

継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
の

講
解
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

数
が
、月
間
40
万
件
を
超
え
て
い
る
。

み
こ
と
ば
の
学
び
を
愛
す
る
人
々

が
さ
ら
に
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
。

③
各
地
で
開
催
さ
れ
る
ハ
ー
ベ
ス

ト
聖
書
塾
が
大
い
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
。

ワ
ン
ホ
ー
プ
（O

neH
ope

）

①O
neH

o
pe

が
主
に
忠
実
に
仕

え
、
教
会
の
最
善
の
支
援
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

②
す
べ
て
の
子
ど
も
と
青
年
が
大

人
に
な
る
前
に
、
聖
書
を
通
し
て

イ
エ
ス
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
。

③O
neH

o
pe

の
ス
タ
ッ
フ
と
企
画

①
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト
を
中
心
と

し
た
主
催
集
会
が
、
用
い
ら
れ
ま

す
様
に
。

②
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
に
ご

利
用
頂
き
、
伝
道
・
宣
教
の
働
き

に
用
い
て
頂
け
る
様
に
。

③
必
要
が
備
え
ら
れ
、
経
営
・
経

済
が
守
ら
れ
る
様
に
。

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
も
っ
と
聖
霊
様

に
満
た
さ
れ
て
元
気
に
な
る
様
に
。

②
日
本
中
の
牧
師
さ
ん
が
Ｔ
Ｐ
Ｃ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
奉
仕
に
用
い
ら

れ
る
様
に
。

③
女
性
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が

１
０
０
名
に
な
る
様
に
。

④
礼
拝
、
祈
り
会
に
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
様
に
。

⑤
新
し
い
チ
ャ
ペ
ル
が
日
本
の
リ

バ
イ
バ
ル
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る

様
に
。

Y
W
A
M

（
ユ
ー
ス
ウ
ィ
ズ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

①
今
年
か
ら
数
年
内
に
東
北
、
北

海
道
に
活
動
の
拠
点
を
開
拓
し
て

い
き
ま
す
。
良
い
関
係
が
築
か
れ
、

良
い
土
台
が
据
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

②
沖
縄
ベ
ー
ス
に
お
い
て
土
地
と

建
物
を
購
入
し
ま
し
た
。
主
の
御

で
あ
る
「
小
さ
な
い
の
ち
」
を
守

る
た
め
に
、
こ
の
年
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

日
本
C
G
N
T
V

①
２
０
１
８
年
の
テ
ー
マ
は
「
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
福
音
で
す
ー

道･

真
理
・
い
の
ち
ー
」
で
す
。

②
道
、
真
理
、
い
の
ち
で
あ
ら
れ

る
キ
リ
ス
ト
を
よ
り
多
く
の
人
に

届
け
る
た
め
、
Ｃ
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
が
用

い
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
。

③
神
様
の
御
心
に
叶
っ
た
新
し
い
ス

タ
ジ
オ
・
事
務
所
が
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
が
守
ら

れ
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

④
5
月
に
札
幌
、
11
月
に
福
岡
で

ラ
ブ
ソ
ナ
タ
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
文
化
伝
道
の
働
き
が
祝
福
さ
れ

た
時
と
な
り
、
日
本
の
教
会
が
一

致
し
て
と
も
に
リ
バ
イ
バ
ル
の
た

め
に
用
い
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

B
.F.P. Jap

an

①
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

と
の
友
好
関
係
が
更
に
強
固
に
さ

れ
て
い
く
よ
う
に
。

②
多
く
の
情
報
や
価
値
観
に
囲
ま
れ

る
現
代
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
が
真
の
光
（
み
こ
と
ば
）
に
基
づ

い
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
。

③
国
際
社
会
が
中
東
の
現
実
を
正

確
に
把
握
し
、
的
確
な
行
動
を
と

れ
る
よ
う
に
。

④
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
が
イ
ス
ラ
エ

ル
へ
の
敵
意
か
ら
解
放
さ
れ
、
奇
跡

的
な
救
い
を
受
け
取
る
よ
う
に
。

⑤
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
で
一
致
す
る

テ
ロ
組
織
や
テ
ロ
支
援
国
家
の
策

略
と
暗
闇
の
勢
力
か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。

お
茶
ノ
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

セ
ン
タ
ー


